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象の範 尾撻葛構纂番が乾 女部鷹また感諄 躾類の鍵  曲主億良
「秋の七筆」の源流は万葉集 :こ詠まれたこの歌と言われ、奈震時代から1300年の時を経て、
このき、残念ながら七草のひとつ、フジバ寿マが奈良県のRD3(レ ッドデータブック)に絶滅種と
して掲載されました。今詈iま野生植物34種が県内では既に絶滅したと判断され、特 iこフジバ寿
マの絶滅は逓畿でiま裾めてとの事で、お隣の京都府の翼DBで 1ま絶滅寸前種に指定されておりま
す。なお塵生地が国の天然記念物のオオヤマレンゲや寿ザグんマが絶滅寸前種に分類されました。

轟ご時の家 :ζやつるる基諄  あ鑽ればか :ナま なご豪ぎを`りも   紫 式 部
また今年は紫式部の書いた「源氏物語」が読まれてから1(XЮ年。「源氏物語」二十帖「藤袴」
で、光源氏0長男・夕霧が恋する玉量にフジバ寿マをそっと差し入れた話の様は、当時の京の都
でな貴族がフジバカマの葉を陰干ししたものを香革として、特に女性達は匂い袋 :こ言きめたものを

十二単の懐に忍ばせておりました。

濃午せし人́の影凡む轟諄 ξ義れ難きる :こ勺ひつつ 紀 震 之

紀露之の言う 「忘られ難き香」とはフジノヽカマの香りで薄香成分はクでリン。桜餅の香と同

じもので植物体内ではクマリン酸の配糖体で香りは無く、乾燥したり咬むこ力0水分解じクマリン

が生成して汚香を放ちます。フジバカマは古くは「蘭草」と呼ばれ浴湯料として入浴や洗髪に、

また藤色の花の咲<茎業を利尿剤として「むくみ」を取るのに使われておりました。

万業集 iこ歌われ購本各地の河原で見られた「秋の七革」のひとつ、フジバカマも河り|の改修等

で減少し、環境省では絶滅危惧種に握定してしヽます。現在 確認されているのは本州から九州の
22都道府県で約6(XЮ個体だそうで、出上億良が「朝顔の花」と詠んだキキョウも絶滅危惧種
に指定されており、毎れは「秋の五草」:こなる日が来るかも知れません。

平城曲で昨年の蕎からスタートした「ならやま壁曲林プロジェクト」の地の一角に、メンノヾ―

のお一人が亜種のフジバカマを移獲され、0乍秋|ま見事に成長 t/た株の結葉で、「忘られ難き香」

を楽しませてしヽただきまt/た。

なお 、平成15年の夏に大llt。 和佐叉曲の研修会で観察したフジバカマの仲間、ヨツパヒ轟ド
リの花に乱舞していた「渡りをする蝶」・アサギマダラが平城出で沢曲観れるかもしれません。

このアサギマダラは夏場を過ぎると、渡りの為に比良出系等から紀伊半島をサシバと同じ様な

ルートで南下します。今秋、アサギマダラが「ならやま里曲林」のフジバカマを見つけて、オス

の蝶が性フェロモンの材料にPA(ピロリディジンアルカロイド)を子孫繁栄のために吸蜜に来て<れ
る事を、今から楽 t/みにしております。



季節感 と 日本語 Ⅱ
川井 秀夫

春休み。わが家にも5年生の孫がやって来ました。

爺『勉強やらてるかい。好きなものは何』孫「算数
だョ」『偉いんだなァー.嫌いなのは』

「国語と社会だョ」『何でかな』「漢字
がむつかしいんだョ」・・・ 。

メデイアが伝える国語力の低下、日本語の軽さが問われる風潮
に、成る程、内の孫も平

均的小学生かと領いたものでした。

今回は前々号でお約束した 【風】の季節感に藤蓄を傾
けて見ました。風を表す言葉は読

みを含め、全国で2000語 あると言われます=そ
の、極く一部を取り上げました。

俳句は韻文の世界と言われ、日常語でない読み、述語
を使う事が多くあります。

北風 (キ タ)東風 (コ チ)西風 (ニ シ)南風 (ハエ)と言
った具合です。俳句は短詩型で、

省けば省くほど世界が広くなり、説明すれば説明す
るほど狭くなると言われる所以です。

四季に分けてどんな 【風】があるか紹介して見まし
た。

『春』 員寄風 (カ イヨセ)法会の筒花は難波の浜
の員で作る。員を浜に吹き寄せる意。

渥槃西風 (ネ ハンニシ)釈迦入滅 (陰暦2月 15日 )の頃に吹く西風。彼岸西風
とも。

桜まじ「まじ」は真風。南風のこと。「まし」
は「まぜ」とも言って夏の季語。

初 風 四季共通。季節の始めに吹く風だが、特に春の表現。

他に、春疾風(ハルハヤテ)軟風、風光る、比良八荒、油風
等々。

『夏』 あいの風 日本海沿岸で吹く、北・北東風を言う。あゆの風とも。

いなさ  台風がもたらす南束の風t雨の前兆を指す。

青 嵐  青葉を揺らす、南寄りのやや強い風。麦嵐とも。

他に、「筍流し」「おぼせ」「黒南風」「白南風J「
おくれまじ」等 方言色の強いものがある。

『秋』 金 風  中国の五行説で金に配されることから。

色なき風 これも中国では、秋は白、夏は朱、春は青、冬は玄と「史記」
の記述から。

雁渡し  羅が渡る頃に吹く北風。これが吹くと海も空も青み、秋が到来する。

初 嵐  立秋後、初めて強く吹く風。

他に、「爽籟」「野分け」「黍嵐」等 多
くある。

『冬』 風 花  何処からともなく風に運ばれて来る雪を表現。

時 雨  局地的な通り雨。村時雨、片時雨、1ヽ夜時雨の様な使い方も。

落虎笛(モガリブエ)強風が笛のような、虎
の咆嘩に讐えて言う。

期 風  北西の季節風。

あなじ  北西から吹く悪風。「アナジの八日吹き」漁に害が生じる。

他に「凩」「空っ風」「隙間風」「たま風」「
べっとう」「 lLお ろし」等多

い。

四季を通じ、野外活動で風を感じたら、自己流
の造語を作ってみては如何でしょうか。

次の機会には【雨】を考えて見ます。

―

―



4月例会 ,お心雛響こ醸穐曲曜域t轟ぴ議れて瑾
担当 :川井秀夫機関長、大石門三機関助士

同時 :4月 5日 (土)時FH5:10110～ 15:00 天候 :快晴 18度

行程 :JRカロ茂～観音寺郷～大仏鉄道遺構～鹿背山不動～鹿背山郷～西念寺～鹿背山城址

～峠郷～ JR木津 凡そ 1l k llll 約 5時間
参加者 :勝田均夫妻、古川澄、清水章子、林令子、山田洋子夫妻、守日京子、柳原斎二 古
川祐司、福谷苓子、森英雄、平塚等、小森清道、豊島すみ子、横井由美子、宮澤

喜代子、伊藤純子、林田孝子、田伏博子、野田陽子、柳田弥知子、西谷範子、阿

部和生、弓場厚治、松浦孝子、竹本雅昭夫妻、牧野賀子、川井秀夫、大石F5二、

ビジター (松本悦子、逢坂雅子) 合計 33名
天空清く晴れ渡り、正に清明の候、絶好のお花見日より、山や野の芽吹きは未だ、でも

田んぼのレンゲや畦道のヒメオ ドリコソウ、里の桜も満開で迎えてくれた。一昨年は本津

からのコースであつたが今回は逆を歩いた。現在の大和路線加茂から木津に平行に走った

大仏鉄道は、今から 110年 も音わずか 10年間であつたが黒い煙を吐きながら、奈良まで多

くの観光客に夢と希望を載せて走り抜いた。赤レンガの随道遺構に昔のロマンの思いに馳

せた。廃上の理由は二重県の加太越えと並んで最大の難所である黒髪山越えを抱える路線、

何と最大勾配は1/40で当時の蒸気機関車の性能では四苦人苦、機関手は最大の注意を払

つてやつとの思いでホームに停車させてそうです。ちなみに当時の時刻表では、名古屋 8:

00に出て奈良大仏駅は 13:53の到着でした。スローライフ、さぞ駅弁も美味しかつた事

か。遺構を外れ、たおやかな里路や柿畑を進むと古Xllの西念寺で待望のお昼ご飯にありつ

けた。住職さんのご好意によりお茶の接待を受け、童心に還り小学IIE歌などを声高に歌い、

後期高齢者予備軍も確実に 10歳は若返つたか。春の芽吹きの前、絨毯の落ち葉を踏みしめ

て登る事 10分、鹿背山城址からとうとうと流れる木津り||や春霞の奈良盆地を眺め、峠郷

の里の見事な桜を愛でながら、最終の」R本津に無事到着し、3組のご夫妻やビジターな

ど33名 は、本国の観察の復習としてクイズで締めた。 (大石門三 記)
孟ρ鱚鰤雰二

JR加茂駅前にて
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4月オプション企画 Jン 夕`七たa璽ヒ蕩麟鷹卿曜露務なてプの報告

幹事 小嶺、勝田
4月 3日 晴れ、午前 10時近鉄平群駅前に集合。今回花が一番盛りの時期を

考慮した為、予告無し、会報が届いて2-3日 の余裕しか無く、幹事としまして

は心苦しい点も有りました。多くの方は桃源郷の言葉の魅力にひかれて、最優

先して参カロ又、例会に初参カロ、御夫妻で、友達を連れて等々、総勢 17名で出
発。

途中、レンギョ、オウバイ、ウンナンオウバイ、アオモジ、モモ、スモモの花

等を観察しながら緩い坂道を3kmほど登り、谷間に入る。
そこには、昔、花本の出荷の為に枝を切り、いじめていたが大手が無く放置

した為、自然に帰り、伸び伸びと枝をのばしたコブシ、ハクモクレン、トウモ

クレン、シモクレン、ケイオウサクラ、 トサミズキ、ヒュウガミズキ、サンシ
ュニ、アオモジ、種々のツバキ等まさに百花練乱の趣であつた。昼食はこの谷

を眺めながらの頂上の平群里山クラブのベースキャンプで小鳥の鳴き声を聞き

つつ、くつろいa
西谷さん持参のツクシの珍味も美味しかつた。里出クラプのメンバーは焼き

餅と熱いコーヒーで歓迎して頂いた。午后ぼ桃源郷の集落を堪能し2時半過ぎ

に元山上日駅で解散した。 (4ヽ嶺 記)

社会貢献事業報告「アー スデー 2008hな ら」 <4r20>

報告 小嶺
当会の参加も恒例になつているが、本年は、ならコープからの助成を受けてい

る25の団体が青空のもとブースを開き主催者発表で780名 の参カロがあつた。
10時-11時は参カロ者が近くの大和川のクリーン作戦で河川清掃を実施後、
各ブースで環境問題の説明や買い物、種々の物作り等で楽しんでいた。

今年から本会場で各会代表の活動報告が有り、当会からは川井会長が報告した。

我がブースの出展は鴬笛、青タケ切り体験、タケカップ、タケー輸さし制作等

を提供し、好評であつた。

ボランテア参加の皆様ご苦労様でした:

参加者 川井、樋日、古川、阿部、本郷、守日、明石、小嶺



な場崚参窃回ジェタト 0じポ■卜 20年 鼻周

3月 22日 (土)晴 10時 集合 参加者 20名
新規の入会希望者 8名の参加があり、各自の自己紹介とならやまプロジェクトの概要を

説明して活動開始。

湿田の笹数跡地の整備

3月 17日 に自転車専用道路沿いの畑跡地を県の手で耕起していただいたが、畑跡地 (約
3アール)は ヒマワリなどの景観植物の植え付けを検討中。また、隣接する笹薮跡地は

駐車スペースとするため、ゴミやビン、缶などの異物を除去した。

C地区竹薮整備が完成
C地区の竹薮整備は、本日を持つて予定通り完了した。本日の参加者全員で達成の喜び

を分かち合 う。枯木を除去した後の空間地には栗の本を植樹する予定。

畑作業

土壊改良のためのコンポス ト材料として、剪定枝チップ (運賃以外は無償)を導入した。

今後、刈草、枯葉、米糠などと混ぜて発酵させ、有機肥料として活用する計画。

タマネギの除草、エンドウの支柱補強を行い、サラダ菜、分葱の一部を収穫した。

春夏の野菜は収穫のタイミングが難しい。時間が許せば、活動日以外でも草引きかたが

た来て頂いて、旬の野菜をお持ち帰 りください。

15時解散

3月 31日 (月 )曇 り 10時 集合 参加者 20名
新規の入会希望者 1名 の参加があり、新人は計 21名 となつた。
里山整備

今期最後の山整備日。主としてD,E地 区の里山林観察路の整備をおこなう。
取りあえず、最低限の観察ルー トが開通する。今後、里山観察や調査を進めながら、倒

木、古木の除去、下草の刈払い等の整備を継続的に進めていく。

畑作業

a地区の畑跡地にサ トイモ植付の準備をする。湿地を掘り起こすのは中々の仕事だが、
何とか 3本の畝が仕上がり、種芋の植え付けを待つ。

分葱、サラダ菜の収穫。

16時解散

4月 1日 (火)晴
急な申込があつて、あやめ池のボランティアグループ「えんがわ文庫」(代表・小島道子

さん)の児童 (幼児を含む)保護者計 17人が来訪。春の野草の観察、里山歩き、竹コ

ップ作 り、野外料理を楽しんだ。小学校低学年の児童が、里山の観察路を歩きながら、

活き活きはしゃいでいたのが印象的だった。 (窓口責任者 :阿部さん、小嶺、守日、古川

が対応 )

【追記】

①4月 10日 の新入会員歓迎会は、雨天のため 5月 8日 (木)に延期された。
②栗苗木の植樹とサ トイモの植付は、タイミングの関係もあり、4月 14日 に有志 5人
で実行した。悪しからずご諒承下さい。

4 ( 古川祐司 記 )
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バー ド・ウイークの 5ノ11(日 )には

平城旧跡でも9時から公開探鳥会

が催されます。日に青葉の季節に

なり、夏鳥たちもやって来て謳い始

めました。是非お出かけ下さい。

どんな小鳥でも謳う能力は先天的

に持つていて、言語に必要な声を出

す能力と文法を習う能力は先天的に

持つてはいますが、幼鳥を防音室の

中で隔離して育てると多くが異常な

うたを謳 うようになるそうです。狼

に育てられた子が人間の言葉を話せ

なかったようにこの点は人間の言語

ツタダミー
Y.t)irfu ri4 fi -
デカレタじが一

囀り・謳う 小田 久美子

笞第十ぞル

〔じ次ね密じヵマル名「zぬ171'ヽ
にも似ていて、良いうたを謳うためには良い師匠が必要、単語、発音の法則、文法などは

後天的に学習されなければならないようです。では、自種と他種のうたを入為的に開かす

た場合はどうなるのでしょうか 。・結果は・・自種のうたを優先して覚えるようです。カ

ッコウの子が育ての親の鳴き声を真似ず、ちやんと親と同じうたをうたうようになりのも

この原理からでしょうかη?。 違法なのですが今でもメジロの競技会があつて、良い歌い手

は先生としても高値で取引されているようです。

向盤鉾 欄々

幻の鉄路跡応、みさくら風  秀夫

明治の頃、本津から奈良まで十年間走った大仏鉄道跡.

遺構を見て、桜花爛漫 春の好日を楽 しむ。

*情 報 *

前号の奈良検定合格者、下記の方が欠落しておりました。

2級合格 境   寛さん  :   弓場 '京子さん
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